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シンボルの花「千島桜」
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輝く我が福島町「人財」
町長のまちづくり奮闘記
役場からのお知らせ　ほか
福島町議会定例会６月会議　ほか
タウン情報
国民年金のお知らせ
お知らせ
北海道女だけの相撲大会写真コンテスト結果
緊急地震速報伝達訓練の実施について

医療受給者証の更新について
国民健康保険証の更新について
後期高齢者医療制度のお知らせ
福島地域水産マリンビジョンニュース
今月の行事予定
生涯学習コーナー
渡島・檜山管内職員採用資格試験について　ほか
ちびっこギャラリー　ほか
わが家のアイドルで～す　ほか
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表紙：『第15回吉岡地区小学校・町民合同大運動会』で行進する吉岡小学校の児童の皆さん（５月27日（日））

元気いっぱい、力を合わせて

がんばります！



☆�

現
在
の
少
年
団
の
活
動
内
容

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

☆�

少
年
団
を
指
導
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

私
は
中
学
校
卒
業
ま
で
福
島
町

に
住
ん
で
い
て
、
自
分
自
身
も
相

撲
少
年
団
の
一
員
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
中
学
校
卒
業
後
は
、

札
幌
市
の
高
校
へ
進
学
し
、
そ
の

後
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
専
門
学
校

へ
進
学
し
ま
し
た
。
就
職
し
て
か

ら
も
、
自
分
の
競
技
を
続
け
る
と

と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
す

る
こ
と
で
相
撲
に
携
わ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
福

島
町
で
少
年
団
の
指
導
者
不
足
だ

と
い
う
話
を
聞
き
、
地
元
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
少
年

団
の
指
導
者
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
幼
児
３
名
、
小
学
生
６

名
（
男
子
３
名
・
女
子
３
名
）、
中

学
生
２
名
の
計
11
名
で
、
毎
週
火
曜

日
・
木
曜
日
の
午
後
６
時
半
頃
か
ら
、

横
綱
記
念
館
や
鏡
山
公
園
相
撲
場
等

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
外
で
行
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

～
福
島
町
へ
相
撲
で
恩
返
し
を
～

福
島
町
相
撲

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

杉す
ぎ 

原は
ら　

健け
ん 

伸し
ん 

監
督

人財
たから

輝く
我が福

ま　ち

島町

▲杉原監督（写真上段中央）と子どもたち（6月25日（日）第5回わんぱく相撲函館場所福島大会）
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相
撲
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
同
士
の
つ
な

が
り
で
団
員
数
の
増
加
や
、
競
争

心
・
協
調
性
な
ど
が
育
ま
れ
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
撲
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
も
相
撲

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
私
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

４
月 

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

　
　
　
（
札
幌
市
）

６
月 

・�

わ
ん
ぱ
く
相
撲
函
館
場
所

福
島
大
会

　
　
　
（
福
島
町
）

７
月 

・
全
道
小
中
学
生
相
撲
大
会

　
　
　
（
札
幌
市
近
郊
）

　
　

 

・
千
代
の
富
士
杯
相
撲
大
会

　
　
　
（
福
島
町
）

　
　

 

・
全
道
中
体
連
相
撲
大
会

　
　
　
（
札
幌
市
近
郊
）

　
　

 

※
全
国
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　
　
　
（
東
京
都
）

８
月 

・
都
道
府
県
中
学
生
大
会

　
　
　
（
東
京
都
）

　
　

 

※
全
国
中
体
連
相
撲
大
会

　
　
　
（
全
国
各
地
）

９
月 

・
小
学
生
天
皇
杯
予
選

　
　
　
（
札
幌
市
近
郊
）

　
　

 

・
中
学
生
新
人
大
会

　
　
　
（
札
幌
市
近
郊
）

12
月 

※
小
学
生
天
皇
杯
相
撲
大
会

◇
相
撲
少
年
団
の
年
間
予
定
表

☆�

こ
れ
か
ら
の
指
導
の
中
で
大

切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
は

は
何
で
す
か
？

☆
少
年
団
の
保
護
者
の
声

・��

指
導
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

く
な
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
か

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
杉
原
先

生
が
来
て
く
れ
て
安
心
し
た
。

・�

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

相
撲
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・�

新
し
い
先
生
が
来
て
く
れ
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
も
っ

と
増
え
て
く
れ
る
と
良
い
。

・�

４
年
後
に
福
島
町
で
行
わ
れ

る
中
学
生
の
全
国
大
会
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
増
え

て
、
さ
ら
に
実
力
を
つ
け
て

ほ
し
い
。

（　

）内
は
開
催
地
、
※
印
は
北
海
道

予
選
通
過
者
の
み
参
加
可
能
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例
年
五
月
と
六
月
は
、
小

学
校
な
ど
の
運
動
会
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

　

今
年
も
晴
天
の
下
、
五
月

二
十
七
日
（
日
）
に
吉
岡
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
十
五

回
吉
岡
小
学
校
・
町
民
合
同

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
残
念
な
が
ら
新

一
年
生
は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、

六
年
生
は
小
学
校
最
後
の
運

動
会
と
し
て
、
後
輩
た
ち
に

吉
小
の
伝
統
を
繋
い
で
く
れ

ま
し
た
。

　

町
民
の
方
々
も
参
加
し
、

子
供
か
ら
元
気
と
笑
顔
を
い

た
だ
き
、
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
私
も
借
り
物
競

争
で
借
り
ら
れ
、
子
供
と
全

力
で
ゴ
ー
ル
へ
駆
け
込
み
ま

し
た
。

　

こ
の
年
齢
に
な
る
と
、
普

段
な
か
な
か
全
力
で
走
る
こ

と
が
少
な
い
の
で
、
良
い
運

動
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
三
日
（
日
）

に
は
、
丸
山
さ
ん
を
仰
ぎ
見

る
福
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
福
島
小
学
校
大

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

何
時
も
福
小
の
運
動
会
で

は
、
六
年
生
の
児
童
、
父
兄

及
び
先
生
が
お
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
一
体
感
を
演
出
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
が
、
今

年
は
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
杯

に
弾
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

六
月
六
日
（
水
）
東
京
都

の
永
田
町
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
「
地
域
か
ら
森
里
川

海
の
つ
な
が
り
の
回
復
に
取

り
組
む
首
長
の
会
」
の
平
成

三
十
年
度
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
市
町
村
の
数
は
、

千
七
百
四
十
一
団
体
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
首
長
（
市
町
村
長
）
が
お

り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
二
百

十
三
の
首
長
が
加
盟
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
も
上
ノ
国
町
の
工
藤
町

長
か
ら
勧
め
ら
れ
て
加
盟
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
は
、
富
山
県
の
森
富

山
市
長
が
会
長
を
務
め
て
お

り
、「
森
林
環
境
税
」
の
早

期
実
現
を
目
指
し
て
発
足
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
に
関
し
て

は
、
平
成
三
十
年
度
の
税
制

改
正
大
綱
に
お
い
て
、
平
成

三
十
六
年
度
か
ら
の
税
の
導

入
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
平
成
三
十
六
年
か

ら
導
入
さ
れ
る
税
を
前
借
す

る
形
で
平
成
三
十
一
年
度
か

ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
全
国

の
地
方
自
治
体
へ
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
譲
与
額
は
、
全
国

ベ
ー
ス
で
初
年
度
が
二
百
億

円
で
最
終
的
に
は
六
百
億
円

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
内
、
八
割
が
市
町
村

へ
配
分
さ
れ
、
残
り
二
割
が

都
道
府
県
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
へ
の
配
分
方
法

は
、
五
割
が
私
有
林
人
工
林

面
積
割
、
二
割
が
林
業
就
業

者
数
割
、
三
割
が
人
口
割
で

配
分
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

使
用
目
的
は
、
①
地
球
温

暖
化
防
止
機
能
、
②
災
害
防

止
・
国
土
保
全
機
能
、
③
水

源
涵
養
機
能
等
の
発
揮
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【地域循環型共生社会に向けた動き・・・】

町長のまちづくり奮闘記第33号

　

当
町
の
面
積
の
大
半
が
森

林
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
大
切

な
森
林
を
守
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
人
材
育
成
・
担
い

手
の
確
保
や
木
材
利
用
の
促

進
、
環
境
教
育
の
普
及
啓
発

へ
の
活
用
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
予
算
へ

向
け
て
、
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
早
期
の
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

六
月
十
二
日
（
火
）
に
待

望
の
町
立
診
療
所
「
や
ま
ゆ

り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
開
院
式

が
開
催
さ
れ
、
十
五
日
（
金
）

か
ら
営
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ヤ
マ
ユ
リ
は
昭
和
六
十
年

に
「
町
花
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ヤ
マ
ユ
リ
の
花

言
葉
は
、「
人
生
の
楽
し
み
」

や
「
純
潔
、
無
垢
」
な
ど
で

す
が
、「
や
ま
ゆ
り
ク
リ
ニ
ッ

ク
」が
、広
く
町
民
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
、
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願

う
も
の
で
あ
り
、
皆
様
の
ご

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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福
祉
避
難
所
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害
等

で
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
、
高
齢
や
障

が
い
な
ど
の
理
由
で
、
一
般
の

避
難
所
で
の
生
活
に
困
難
を
き

た
す
方
の
た
め
に
開
設
す
る
二

次
的
な
避
難
所
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
最
初
か
ら
開

設
さ
れ
る
避
難
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
お
近
く
に

開
設
さ
れ
た
避
難
所
に
避
難
を

お
願
い
し
ま
す
。 

■
福
祉
避
難
所

◎
福
島
町
役
場

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

機
能
回
復
室

◎
福
島
町
吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
４
７-

４
６
８
２

渡
島
西
部
４
町
で
高
校
野
球
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
を
受
け
入
れ
ま
す
！

　

東
北
、
札
幌
、
函
館
等
の
高

等
学
校
約
20
校
が
、
渡
島
西
部

４
町
（
松
前
町
、
福
島
町
、
知

内
町
、
木
古
内
町
）
に
集
結
し
、

練
習
試
合
を
行
い
ま
す
。
夏
の

暑
さ
に
も
負
け
ず
、
高
校
球
児

が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
参
加
校
や
試
合
の
対

戦
表
は
、
決
定
次
第
、
各
戸
配

布
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
期
間

　

８
月
６
日
（
月
）
か
ら

　

８
月
12
日
（
日
）
ま
で

■
会
場

・
松
前
町
民
野
球
場

・
知
内
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
知
内
町
し
お
さ
い
球
場

・
木
古
内
町
た
か
と
り
球
場

※�

期
間
中
は
、
４
町
の
宿
泊
施

設
に
宿
泊
し
ま
す
。
公
共
の

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

渡
島
西
部
４
町
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘

致
協
議
会
（
松
前
町
、
福
島
町
、

知
内
町
、
木
古
内
町
各
教
育
委
員

会
事
務
局
）

・
福
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
４
７-

３
６
７
５

・
北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

　

☎
０
１
３
８-

４
７-

９
４
３
５

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　

昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
不

法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

本
年
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
１
件
の
通
報
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
五
年
以
下

の
懲
役
、
も
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
両
方
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
の
無
い
美
し
い
福

島
町
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
４
７-

４
６
８
１

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
福
島

町
で
も
297
名
の
方
々
が
戦
渦
に

よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
に
対
し
て
、
追
悼
の

意
を
表
す
と
と
も
に
、
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

こ
の
追
悼
式
に
は
、
ご
遺
族

の
方
を
始
め
、
一
般
の
町
民
の

方
も
ご
自
由
に
参
列
で
き
ま
す

の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※�

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
７
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
町
民
課
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
30
年
７
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
（
受
付　

午
後
１
時
よ
り
）

■
会
場

　

吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
４
７-

４
６
８
１

平
成
30
年
度
　
戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内

▲昨年の戦没者追悼式

　

旧
深
浦
内
科
医
院
の
深

浦
法
正
先
生
が
、
６
月
10

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
浦
先
生
は
、
熊
本
県

出
身
で
昭
和
58
年
２
月
か

ら
平
成
29
年
４
月
ま
で
34

年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
当
町
の
地
域
医
療
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
深

浦
内
科
医
院
の
建
物
と
土

地
を
町
に
寄
付
し
て
頂

き
、
本
年
６
月
15
日
に
は

「
や
ま
ゆ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
し
て
開
院
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

深
浦
先
生
の
こ
れ
ま
で

の
ご
功
績
を
称
え
、
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

《
福
祉
課
》

深
浦
先
生
　
安
ら
か
に

〔　〕5



　

平
成
30
年
度
福
島
町
議
会

定
例
会
６
月
会
議
は
、
６
月

19
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

行
政
報
告
の
ほ
か
議
案
７

件
、
報
告
４
件
、
発
委
２
件

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

☆
一
般
質
問

　

３
名
の
議
員
が
、
次
の
３

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

・
平
沼　

昌
平
議
員

　

�

松
前
町
・
福
島
町
間
の
新

た
な
路
網
整
備
と
国
道
の

安
全
対
策
を
早
期
に

・
熊
野　

茂
夫
議
員

　

�

公
共
施
設
建
設
に
係
る
入

札
制
度
に
つ
い
て

・
川
村　

明
雄
議
員

　

�

所
有
者
不
明
土
地
等
の
対

策
に
つ
い
て

☆
報
告

●�

専
決
処
分
し
た
事
件
の
報

告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
180
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
29
年

度
福
島
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
14
号
）
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

●�
平
成
29
年
度
福
島
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
の
報
告

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
に

お
い
て
、
美
山
団
地
設
備
改

修
事
業
を
平
成
30
年
度
に
繰

り
越
し
た
た
め
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
146
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
第
３
期
障
が
い
者

福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

前
期
計
画
を
踏
襲
し
、
新

た
に
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
取
組
に
関
す
る
項
目
を
設

け
、
希
望
す
る
暮
ら
し
の
実

現
、
意
欲
や
障
が
い
特
性
に

応
じ
た
地
域
活
動
が
で
き
る

社
会
の
構
築
を
め
ざ
す
た
め

の
基
本
方
向
や
目
標
を
総
合

的
に
定
め
る
計
画
を
策
定
し

た
旨
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
計
画
期
間
は
平
成

30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま

で
と
し
て
お
り
ま
す
。

☆
条
例
の
改
正

●�

福
島
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

厚
生
労
働
省
令
が
平
成
30
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
当

該
条
例
が
こ
の
基
準
省
令
と

同
様
の
規
定
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
省
令
に
準
じ
た
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

●�

福
島
町
墓
地
公
園
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

合
葬
式
墓
地
整
備
に
よ

り
、
合
葬
式
墓
地
の
設
置
及

び
使
用
料
の
額
等
を
規
定
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

☆
路
線
の
認
定
変
更

●�

町
道
３
路
線
の
認
定
変
更

に
つ
い
て

　

起
終
点
・
総
延
長
を
次
の

３
路
線
で
変
更
し
ま
し
た
。

・
月
崎
２
号
線

・
観
音
橋
線

・
み
ど
り
町
線

☆
財
産
の
取
得

　

次
の
財
産
を
取
得
し
ま

し
た
。

（
取
得
し
た
財
産
）

　

�

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
及
び

電
子
計
算
機
器
等
一
式

（
取
得
価
格
）

　

１
千
782
万
円

（
取
得
の
相
手
方
）

　
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
６
丁
目

　
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

　

組
合
長　

菊
谷　

秀
吉

（
備
荒
資
金
組
合
の
契
約
の
相
手
方
）

　

函
館
市
末
広
町
22
番
地
１

　

株
式
会
社
エ
ス
イ
ー
シ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長　

永
井　

英
夫

☆
補
正
予
算

●�
平
成
30
年
度
福
島
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

総
額
で
７
千
327
万
３
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
40
億
１
千
109
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

☆
契
約
の
締
結

●�

丸
山
団
地
町
営
住
宅
（
Ｈ

30-

Ａ
棟
）
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

（
契
約
の
目
的
）

　

�

丸
山
団
地
町
営
住
宅（
Ｈ

30-

Ａ
棟
）
建
築
主
体

工
事

（
契
約
の
方
法
）

　

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

６
千
409
万
８
千
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

�

松
前
郡
福
島
町
字
白
符
561

番
地

　

�

北
村
・
イ
ン
テ
リ
ア
小
笠
原

経
常
建
設
共
同
企
業
体

　

�

代
表
者　

有
限
会
社 

北

村
建
設

　

代
表
取
締
役　

北
村　

陽
一

福
島
町
議
会
定
例
会

（
６
月
会
議
）
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●�

丸
山
団
地
町
営
住
宅
（
Ｈ

30-

Ｂ
棟
）
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

（
契
約
の
目
的
）

　

�

丸
山
団
地
町
営
住
宅（
Ｈ

30-

Ｂ
棟
）
建
築
主
体

工
事

（
契
約
の
方
法
）

　

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　

６
千
372
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

　

�

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
82

番
地
の
１

　

�

松
岡
・
古
谷
経
常
建
設
共

同
企
業
体

　

�

代
表
者　

有
限
会
社　

松

岡
建
業

　

代
表
取
締
役　

松
岡　

清
悦

☆
発
委

▽�

平
成
31
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▽�

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
の
受

入
れ
を
拒
否
す
る
決
議

に
つ
い
て

■福島町議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告（平成３０年５月３１日現在）
整理番号 22 議員名 平沼　昌平 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【定住・移住促進に向けた考え方について（一般質問）】
　町長は1回目の答弁の中で定住促進なり水産業、農林業それぞれに奨励金を出して、それな
りの成果を得ている、また、出産祝金を始めてからは第３子以降の出生数が増加傾向にあり、
人口減少の緩和を見ていることから一定の成果は上がっているという判断の下でまだ検証は
していないということですけれども、総合計画の後期実施計画策定までに制度の検証をして
いきたいという考えでよろしいですか。

取り組み状況 　当該制度を活用した方に対し、定住・移住施策の検証に係るアンケート調査（６月）を実
施してまいります。

整理番号 23 議員名 川村　明雄 対応・進捗状況 対応中

質 問 要 旨

【定住促進住宅等奨励事業費（平成28年度福島町一般会計歳入歳出決算認定について）】
　同制度での中古住宅購入は500万円以上でなければ該当にならないが、福島町の現状は500
万を超える取引が年に1件あるかないかであり、ほとんどが500万以下。若い人は100万円以下
で取引し、リフォームして住み、リフォーム代の方が取得費よりも莫大に高いという現状が
あることから、中古住宅取得の下限については100万円以下まで対象とし、助成額も固定額で
はなく購入価格の10パーセントとしたほうが有効と考える。また、リフォーム代の他に、不
動産取得税、固定資産税等、住宅取得後の費用もあることから、現状を十分分析し、福島町
の現状にあった定住対策を進めて頂きたいと思うが町長の考えは。

取り組み状況
　定住促進住宅等奨励事業の検証については、資料等で把握が可能な範囲において調査を進
めておりますが、物件の異動等については把握できるものの、取引価格の把握は困難ですので、
実態把握の方法等について引き続き検討を進めてまいります。

町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。
☆入札結果（6月6日～6月21日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間
吉岡漁港トイレ整備工事 澤田建設 2,292,840 2,278,800 H30.8.25
館崎2号橋補修工事調査設計委託業務 ㈱開発工営社 4,795,200 4,482,000 H30.9.28
福島町都市計画マスタープラン及び立地適正
化計画策定委託業務 ㈱ドーコン 7,192,800 6,750,000 H31.3.25

丸山団地町営住宅（H30－ A棟）建築主体工事 北村・インテリア小笠原経常建設共同企業体 64,530,000 64,098,000 H31.1.18
丸山団地町営住宅（H30－ B棟）建築主体工事 松岡・古谷経常建設共同企業体 64,119,600 63,720,000 H31.1.18
丸山団地町営住宅（H30－ A棟）機械設備工事 ㈱金澤建設 14,353,200 14,040,000 H31.1.18
丸山団地町営住宅（H30－ B棟）機械設備工事 ㈱金澤建設 14,180,400 14,040,000 H31.1.18
丸山団地町営住宅（H30－ A棟）電気設備工事 ㈲花田電気 10,270,800 9,601,200 H31.1.18
丸山団地町営住宅（H30－ B棟）電気設備工事 福島電工 10,270,800 9,568,800 H31.1.18
丸山団地町営住宅建設工事の内　浄化槽工事 中塚建設㈱ 17,604,000 16,895,520 H31.1.18
丸山団地町営住宅建設工事の内　外構工事 中塚建設㈱ 30,736,800 29,743,200 H31.1.18
千軒地区水道送水管取替工事 安岡建設工業㈱ 5,486,400 5,292,000 H30.10.31
岩部浄水場配水池水位計更新工事 北海道富士電機㈱ 2,289,600 2,127,600 H30.10.31
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花
を
植
え
て
明
る
い
町
並
み
へ
！

　

６
月
７
日
（
木
）、
北
海
道
よ
り
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、同
日
、「
吉

岡
緑
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の
植

え
替
え
と
吉
岡
道
道
沿
い
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▲従業員による清掃活動の様子

▲

吉
岡
緑
の
会
の
皆
さ
ん

▲
道
路
に
設
置
し
て
い
ま
す

▲

�

会
場
内
を
魅
了
し
た

　
日
和
さ
ん
（
右
）
と

　
彩
生
さ
ん
（
左
）

▲

�
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
む

入
所
者
の
皆
さ
ん

民
謡
の
心
を
歌
声
に
こ
め
て
…

清
掃
活
動
で
町
を
美
し
く
！

日
和
義
貴
民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー

町
内
企
業
に
よ
る

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
吉
岡
緑
の
会
」
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

５
月
31
日
（
木
）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽

光
園
に
て
、
入
所
者
の
慰
問
の
た
め
、
歌
手
の
日ひ

和わ

義よ
し

貴き

さ
ん
に
よ
る
民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
は
約
40
分
に
わ
た
り
、
日
和
さ
ん

の
歌
声
と
と
も
に
、
彩あ

や

生お

和わ

佳か

羽は

さ
ん
の
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
所
者
の
皆
さ
ん
は
、
心
の
こ
も
っ
た
歌
声
や

踊
り
を
、
手
拍
子
を
し
た
り
体
を
横
に
揺
ら
し
た

り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
（
火
）、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
が
、
町

内
福
島
地
区
の
街
路
灯
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

夜
間
の
交
通
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
特
に
大
切
な

こ
と
で
す
の
で
、
清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

北
海
道
電
力
株
式
会
社
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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▲福島町赤十字奉仕団の皆さん ▲花壇整備の様子

町
内
を
彩
り
豊
か
に
！

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
機
関

福
島
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る

花
壇
整
備

や
ま
ゆ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院

　

６
月
14
日
（
木
）、
横
綱
記
念
館
駐
車
場
前
に
て
、
福

島
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
花
壇
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
壇
は
多
数
の
花
で
彩
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
近
く
を
通

る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
15
日
（
金
）、
福
島
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
愛
称
・

や
ま
ゆ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
待
望
の
開
院
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
院
に
先
が
け
、
６
月
12
日
（
火
）
に
は
待
合
ホ
ー
ル
に
て
開

院
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
医
療
機
器
等
を
町
に
寄
贈
さ
れ
た

当
診
療
所
の
光
銭
院
長
と
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
金
澤
建
設
の
金

澤
社
長
へ
、
鳴
海
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
院
を
祝
っ
た
後
、

施
設
内
覧
会
が
行
わ
れ
、
来
所
さ
れ
た
方
々
は
、
改
修
後
の
診
察

室
や
内
視
鏡
室
、
医
療
機
器
な
ど
を
関
係
者
か
ら
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
機
関
と
し
て
町
民
に
広
く
親
し

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

福島町産コンブを加工しています！

ここで加工されたコンブは、惣菜メーカーへ出荷され、
全国のスーパーなどで販売されております。

本　社：松前郡福島町字日向27番地
加工場：松前郡福島町字吉岡219番地24

株式会社北海シーウィード

吉岡砕石工業(株)

吉岡温泉

ゆとらぎ館

吉岡小学校 ＜ 従 業 員 募 集 中！＞ 【 連絡先：080-4404-2621 】
○未経験者大歓迎　　○作業衣貸与あり　　○交通費支給あり
○勤務時間、相談に応じます。　※不明な点、お気軽にお電話下さい！　コンブ乾燥加工場

▲開院したやまゆりクリニック

▲�鳴海町長から感謝状を受
ける光銭院長

▲開院を祝うテープカット
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◎�

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制

度
に
つ
い
て

　

収
入
の
減
少
や
失
業
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
難
し
い
時
、
保

険
料
の
全
額
又
は
一
部
の
支

払
い
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎�

免
除
を
受
け
る
た
め
の
条

件
と
は
？

　

所
得
額
が
少
な
く
、本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
よ
り
下
回
っ
て

い
る
場
合
、
又
は
失
業
等
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
の
方
が
対
象
で
す
。

◎
免
除
金
額

　

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
、

前
年
所
得
を
も
と
に
保
険
料

免
除
額
が
「
全
額
」「
４
分

の
３
」「
半
額
」「
４
分
の
１
」

の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

◎
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
」
を
記
入

し
、
役
場
町
民
課
又
は
年
金

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
は
町
民
課
窓
口
・

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・�

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
の
写
し
（
失
業
さ
れ
た

方
の
み
）

◎
承
認
に
つ
い
て

　

申
請
後
、
日
本
年
金
機
構

で
書
類
を
審
査
し
、
承
認
の

有
無
を
決
定
し
ま
す
。
決
定

後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
本

人
へ
通
知
文
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

◎
納
付
猶
予

　

20
歳
～
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
保
険
料
納
付
を

猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

前
年
所
得
が
基
準
以
下
の

学
生
を
対
象
と
し
た
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

☆
対
象
者

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
学

校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

過
程
の
あ
る
学
校
）
に
在
籍

す
る
学
生
で
、
本
人
の
前
年

所
得
が
基
準
以
下
の
方
が
対

象
で
す
。

☆
申
請
に
つ
い
て

　
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
申
請
書
」
に
記
載

し
て
い
た
だ
き
、
役
場
町
民

課
・
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
す
る
際

は
、
学
生
証
な
ど
学
生
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
が

必
要
で
す
。

※
注
意
事
項

　

�

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、将
来
の「
老

齢
基
礎
年
金
」、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
予
測
不
可

能
の
事
態
が
生
じ
た
時
の

「
遺
族
基
礎
年
金
」
や
「
障

害
基
礎
年
金
」
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

☆�

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

受
給
者
所
得
状
況
届
提
出

に
つ
い
て

　

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
所
得
状
況
届
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
７
月
31
日
ま

で
に
役
場
町
民
課
へ
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
年
金
係

　

☎
４
７-

４
６
８
１　

　

函
館
年
金
事
務
所　

　

☎
０
１
３
８-

８
２-

８
０
０
１

学
生
納
付
特
例

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

免除額 16,340円 12,250円 8,170円 4,080円

保険料
（本人負担額） 0円 4,090円 8,170円 12,260円
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吉
岡
砕
石
工
業
株
式
会
社
が
、

北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合

会
会
長
よ
り
団
体
表
彰
！

　

５
月
24
日
（
木
）、
札
幌
市

に
て
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

吉
岡
砕
石
工
業
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長　

平
沼　

昌
平

氏
）
が
団
体
表
彰
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
５
月
29
日
（
火
）、

福
島
消
防
署
内
に
て
『
表
彰
盾

授
与
式
』を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

吉
岡
砕
石
工
業
株
式
会
社

は
、
社
長
を
は
じ
め
、
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
日
頃
か
ら
危
険

物
施
設
の
維
持
管
理
と
事
故
防

止
に
積
極
的
に
努
め
て
お
り
、

昭
和
51
年
以
来
の
福
島
町
危
険

物
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

《
福
島
消
防
署　

指
導
係
》

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合

消
防
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
採
用
の
消
防
職

員
の
採
用
試
験
が
、
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

■
採
用
予
定
者

　
�

一
般
消
防
職
員
又
は
救
急
救

命
士　

１
名

■
採
用
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格
者

・�

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以

上
の
学
力
を
有
し
、
満
18
歳

以
上
25
歳
未
満
の
者

・��

短
期
大
学
卒
業
者
は
27
歳
未
満
の
者

・�

大
学
卒
業
者
は
29
歳
未
満
の
者

■
身
体
条
件

・��

身
長
160
㎝
以
上
で
体
重
55
㎏

以
上
、
矯
正
視
力
で
0.7
以
上

等
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
科
目

◎
第
１
次
試
験

　

�

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作

文
、
体
力
測
定

◎
第
２
次
試
験

　

�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
面
接
を
実
施

■
試
験
日

◎
第
１
次
試
験

　

８
月
25
日
（
土
）

◎
第
２
次
試
験

　

９
月
中
旬
を
予
定

■
受
験
手
続
き

・��

郵
送
に
よ
る
申
込
書
請
求
の

場
合
は
、
120
円
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
版

以
上
）
に
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・��

提
出
す
る
場
合
は
、
郵
送
封

筒
の
表
に
『
渡
島
西
部
広
域

事
務
組
合
職
員
試
験
申
込

書
』と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

６
月
25
日
（
月
）
か
ら

　

８
月
３
日
（
金
）
15
時
ま
で

■
申
込
み
先

　

〒
０
４
９-

１
３
３
１

　
松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
45
番
地
１

　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
４
７-

４
０
１
８

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安

学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
平
成
31

年
４
月
採
用
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
待
遇

　

�

学
校
は
入
学
金
・
授
業
料
が

一
切
不
要
で
、
学
生
は
、
入

学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と

し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
、

月
額
約
14
万
円
の
給
与
や

ボ
ー
ナ
ス
が
年
２
回
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
受
給
資
格

◎
海
上
保
安
大
学
校

　

�

平
成
30
年
４
月
１
日
で
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
。

　

�

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等
。

◎
海
上
保
安
学
校

　

�

平
成
30
年
４
月
１
日
で
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
。

　

�

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
海
上
保
安
部

　

☎
０
１
３
８-

４
２-

１
１
１
８

▲�受賞した平沼昌平社長
（左）と平沼克剛氏（右）
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市町村振興宝くじ「サマージャンボ宝くじ」
今年のサマージャンボは、賞金が充実し、魅力 UP！

○発売期間
　平成30年7月9日（月）～
　 8月3日（金）

○抽 選 日
　平成30年8月14日（火）
※�この宝くじの収益金は市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われます。

公益財団法人　北海道市町村振興協会

送電線建設工事のお知らせ

　工事実施にあたっては、ヘリポート
（ヘリコプタ－離着陸場）から送電線
建設現場へ、ヘリコプターを使用し資
機材運搬いたします。
　今年度は、左図に示す破線区間の電
線敷設工事を行います（鉄塔は昨年度
までに建設済みです）。
　昨年度に引き続き、町内の皆様には
ご不便をおかけすることもあるかと存
じますが、安全第一かつ細心の注意を
払い施工いたしますので、ご理解とご
協力を賜りますよう、何卒、よろしく
お願い申し上げます。
　なお、過年度から引き続いていた本
工事は、今年度工事（平成30年10月ま
で）で、すべて完了となる予定です。

●お問い合わせ先
　北海道電力株式会社　基幹系工事センター送電２グループ　☎0138-44-3077

　北海道電力では、現在、北海道の電力安定供給確保のため、北海道と本州を結ぶ送電
線（北斗今別直流幹線）の建設工事を実施しています。（工事は平成30年10月までを予定）

▲工事位置図
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第27回北海道女だけの相撲大会

第12回写真コンテスト 結果
　６月１２日（火）、北海道女だけの相撲大会第１２回写真コンテストの審査会が行
われました。今年は競技部門、ユニーク部門合わせて、応募総数１３１点の作品の中
から入賞作品が選ばれました。
　入賞作品は、７月１６日（月）まで吉岡温泉に展示されます。

推 薦 作 品

競技部門 ユニーク部門

「豪快パワー」 「足、上がりません」
函館市　水野　洋一さん 函館市　村上　裕明さん

＜競技部門＞ ＜ユニーク部門＞
推薦	「豪快パワー」	 水野　洋一（函館市）
特選	「金剛力」	 竹田　徹夫（知内町）
	 「気合い」	 小野　厚子（北斗市）
入選	「逃げるが勝ち」	 森　　征人（福島町）
	 「勝負のながれで」	 村山　和治（福島町）
	 「勝負の行方」	 村上　裕明（函館市）
	 「集中！真一文字に口結ぶ」	山崎　亮太（函館市）
	 「激闘！ウォリャ～」	 〃 （函館市）
	 「雄叫び」	 竹田　徹夫（知内町）
	 「気合いの勝利」	 東　　博昭（函館市）
	 「豪快！」	 松崎　一朗（函館市）
	 「王者の貫録」	 古櫛　由美（北斗市）
	 「キメポーズ」	 阪内　孝二（北斗市）

推薦	「足、上がりません」	 村上　裕明（函館市）
特選	「ねぇ、勝ったのどっち？」	竹田　徹夫（知内町）
	 「母娘の姿」	 古櫛　由美（北斗市）
	 「ママ、がんばってね！」　	森　　征人（福島町）
	 「満面の笑み」	 竹田　徹夫（知内町）
	 「笑顔で迎えて」	 東　　博昭（函館市）
	 「出番前」	 後藤　俊夫（函館市）
	 「いざ、勝負」	 佐々木美津子（函館市）

写真コンテスト結果
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　町では、大規模地震発生時に、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）( ※ ) から送られて
くる緊急地震速報を、確実に皆様へお伝えするため、全国一斉の情報伝達訓練を行います。
　当日実施する訓練は次のとおりです。

Ｑ：緊急地震速報を見聞きしたら、どうすればいいの？
Ａ：�緊急地震速報を見聞きしたら、周りの人に声をかけながら　「周囲の状況に

応じて、あわてずに、まず身の安全を確保」してください。

※��Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を国から市
区町村へ、人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

※�緊急放送の場合は、戸別受信機の音量を小さく設定していても、最
大音量で放送されます。

～訓練日時：平成３０年７月５日（木）午前１０時頃～

防災行政無線を用いた緊急地震速報伝達訓練の実施 !!

　情報伝達手段 内　　容

防災行政無線
試験放送　　

(緊急地震速報 )

　防災行政無線（屋外スピーカー及び戸別受信機）から、
最大音量で次の放送内容が一斉に放送されます。

【放送内容】
　（上り４音チャイム）
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「只今から訓練放送を行います。」
　＋（緊急地震速報チャイム音）
　＋「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」
　＋「これは訓練放送です。」
　＋「こちらは、防災ふくしまです。」
　＋「これで訓練放送を終わります。」
　＋（下り４音チャイム）

を３回

まず低く 頭を守り 動かない

安全確保行動の
３ステップ
緊急地震速報を見聞きしたら、
まずこの行動を

お問い合わせ先 総務課　総務防災係 ☎４７－３００１
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　子ども・重度心身障がい者・ひとり親家庭等の各医療費受給者証は、7月31日で有
効期間が満了となり、8月1日から使用できなくなります。
　町では、更新手続きを不要とし、受給者証の交付方法を ｢郵送による交付｣ として
おります。

※別途通知済の ｢書類提出が必要な方 ( 下記 )｣ は、期日までに提出をお願いします。
・高校生受給者の方（子ども医療費のみ）　　　　　　→　在学証明書
・大学生等受給者の方（ひとり親家庭等医療費のみ）　→　在学証明書
・�今年、福島町へ転入された方等（三医療共通）→平成30年度所得課税（非課税）証明書

◇新しい受給者証は、7月24日頃までに届くよう送付予定です。
　（有効期限までに届いていない場合には、連絡をお願いします。）

※現在交付を受けておらず、上記表に該当すると思われる方は、福祉課まで連絡して下さい。
　重度心身障がい者・ひとり親家庭等医療費給付事業は、所得制限があるため、対象にならない場合もあります

のであらかじめご了承ください。

医療受給者証が更新となります !!

お問い合わせ先 福祉課　福祉係 ☎47－4682（直通）

事　業　名 対　象　者 対象診療 証の色

子　 ど　 も
医 療 費
給 付 事 業

０歳～１８歳の方（満18歳に達する日以後の3月31
日まで）
※�中学校修了者については、高等学校（定時制 ･通信
制を除く）に在学していることが条件となります。

入院
・
通院

白 色

重 度 心 身
障 が い 者
医 療 費
給 付 事 業

身体障がい者（児）…�身障手帳1級、2級、内部障害3
級の方

入院
・
通院

緑 色
知的障がい者（児）…療育手帳 ｢A｣ 判定の方

入院
・
通院

精神障がい者（児）…精神手帳1級 通院のみ
ひとり親家庭等
医 療 費
給 付 事 業

母子・父子家庭の親及び扶養されている18歳までの方
※学生は20歳まで

入院
・
通院

（親は入院のみ）
黄 色

知内診療所 知内町字重内31番地130

℡：01392-5-3509
医師：山内賢二（院　長）

（受付時間 12:00～）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内
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お問い合わせ先 福祉課　国民健康保険係 ☎４７－４６８２

　現在、皆さんが使用している国民健康保険被保険者証の有効期限は、７月３１日までと
なっています。８月１日からは、新しく更新された国民健康保険被保険者証をお使いくだ
さい。
　国民健康保険被保険者証は、皆さんが国保に加入している証明書であり、お医者さんに
かかるときは、必ず毎回提示してください。なお、７０歳以上７５歳未満の方の高齢受給
者証は今年度より被保険者証と一体になりました。

　　国保に加入したり、やめたりするときは、届け出が必要です
国保に加入するとき 国保をやめるとき

①職場の健康保険などをやめたとき
②他の市区町村から転入したとき
　（職場の健康保険などに加入していない場合）
③子どもが生まれたとき　など

①職場の健康保険などに加入したとき
②他の市区町村へ転出するとき
③死亡したとき
④後期高齢者医療制度に加入したとき　など

加入の届け出が遅れると…
　⇒�保険税は届け出をした日からではなく、

資格を得た月までさかのぼって支払うこ
とになります。

　⇒�保険証がない間の医療費は、やむを得な
い場合を除き全額自己負担になります。

やめる届け出が遅れると…
　⇒�資格を喪失した保険証で診療を受ける

と、国保が負担した医療費はあとで返す
ことになります。

　⇒�ほかの健康保険などに加入すると、保険
税を二重払いするおそれがあります。

◆次のことを守りましょう
・他人との貸し借りは絶対にしないでください。法律により罰せられます。
・紛失や破損したときは、速やかに届け出て再交付を受けましょう。

◆保険証は郵送により交付します
　新しい保険証は、７月末までに郵送いたします。
新しい保険証が届きましたら保険証の記載内容を確
認してください。
　交付された保険証の記載内容に間違いがあった場
合には、福祉課国民健康保険係までご連絡をお願い
します。

◆古い保険証は返却してください
　古い保険証は、新しい保険証が届
きましたら、８月になってから、福
祉課国民健康保険係へ返却してくだ
さい。
　なお、役場に来られない場合は、
郵送でも結構です。

国保に加入するとき・やめるとき

国民健康保険証の
更新時期です！
７月末までに新しい国保の保険証を郵送します
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～　保険証（被保険者証）の一斉更新について　～

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
☎ 011-290-5601

福島町役場　福祉課
国民健康保険係
☎４７－４６８２

新しい保険証は桃色です

◆保険証が新しくなります
　 現在ご使用の保険証の有効期限が平成３０年７月３１日をもって
 満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　 ７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、
 桃色の保険証をご使用ください。

○　新しい保険証の有効期限は、平成３１年７月３１日までです。
○　�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、福島町役場福祉

課国民健康保険係までお申し出ください。

◆ 医療費通知を全受診者へ送付します

◆ 医療費通知の活用について

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、
対象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。
　発送月は、９月下旬と３月上旬の年２回です。

※�この通知は皆様の受診状況についてお知
らせするもので請求書ではありません。

※�この通知は医療費控除の申告手続きで医
療費の明細書として使用することができ
ます。医療費控除の申告に関することは、
税務署にお問い合わせください。

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

新しい減額認定証は水色です

区　分　Ⅱ ○ 世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区　分　Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方
・ 世帯全員の所得が０円の方
  （公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）
・ 老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◆減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成３０年７月３１日をもって満了となるため、
８月以降は使用できなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは
水色の減額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することを
ご確認の上、福島町役場福祉課国民健康保険係へ申請してください。

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

平成30年１月 ○○病院 医療外科 １ 18,000 1,800
平成30年２月 ××薬局 調剤 １ 10,000 1,000
平成30年３月 △△病院 医療入院 ５ 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合　　　計 230,000 23,000 14,490 5,400
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福島地域マリンビジョン協議会事務局（産業課　水産係）まで
☎：47－3004 　FAX：47－4504まで

　５月３日（木）に福島吉岡漁業協同組合吉岡本所荷捌所にて、青年部と女性部の合同によ
る直売会が開催されました。青年部では「のな（キタムラサキウニ）」をはじめとする鮮魚が、
女性部では「のな汁」や各種
海藻製品などが販売されまし
た。当日はあいにくの悪天候
でしたが、多くの買い物客で
賑わいました。

　５月１２日（土）に桧倉地区にて、福島吉岡漁業協同組合女性部による『平成３０年度春
のお魚殖やす植樹会』が開催され、女性部員や漁業者、漁協職員、北海道開発局、町関係者
などが参加しました。
　この植樹会は山に木を植え
ることで海を豊かにすること
を目的として毎年行われてお
り、昨年と同様に『町民森づ
くり植樹祭』との合同開催で
行われ、ミズナラ約５００本
の植樹を行いました。

　４月３０日（金）から５月２６日（土）にかけて、町内の各種団体による漁港の清掃が行
われました。各団体の皆様、ありがとうございました。

◆ 春 の 直 売 会 の 開 催 ◆

▼春の「お魚殖やす植樹会」 ▼

▼ボランティアによる漁港清掃活動▼

４月３０日（金）吉岡漁港漁協
吉岡地区女性部

５月２６日（土）福島漁港漁協
福島地区女性部

５月１２日（土） 福島漁港
福島マリンスポーツクラブ
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１ 日 産　どすこい朝市	 7:00～　青函トンネル記念館駐車場

２ 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

３ 火

保育　食育教室（つばめ）	 10:40～　福島保育所　　　　
福　献血	 13:30～14:30　福祉センター　　　

	 14:45～15:45　福島町役場　　　　

	 16:00～17:00　コープさっぽろふくしま店

４ 水

教　幼児向け芸術鑑賞会	 10:00～　福祉センター　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
町　社会を明るくする運動

	 13:00～13:30　福島町役場　　　　

５ 木

福幼　ALT マイケル先生と英語で楽しく！

	 9:00～　福島幼稚園　　　　
総　緊急地震速報伝達訓練	10:00～　防災行政無線　　　
保育　こぐまクラブ（つばめ組）

	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30  子育て支援センター
福　合同ふれあい教室	13:30～15:00　健康づくりセンター

６ 金

７ 土

８ 日 産　どすこい朝市	 7:00～　青函トンネル記念館駐車場

９ 月 福幼　夏の遊び	 9:00～　福島幼稚園　　　　

10 火

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター
教　福島中学校ブックフェスティバル

	 14:20～　福島中学校体育館　

11 水

福幼　ランチの日（みんなで作るお昼ごはん）

	 9:00～　福島幼稚園　　　　
教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 9:30～　町民プール　　　　
保育　福島保育所保育参観	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　給食試食会（つばめ組5歳児）

	 11:00～　福島保育所　　　　

12 木

福幼　夏の遊び	 9:00～　福島幼稚園　　　　
保育　ALT 訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30  吉岡総合センター　
福　温泉健康相談	 10:30～15:30　吉岡温泉　　　　　

13 金

福幼　夏の遊び	 9:00～　福島幼稚園　　　　
教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 9:30～　町民プール　　　　
町　戦没者追悼式	 13:30～　吉岡総合センター　

14 土

15 日
産　どすこい朝市	 7:00～　青函トンネル記念館駐車場
教　千代の富士杯争奪相撲大会

	 9:00～　鏡山公園相撲場　　

16 月 海の日

17 火
北海道みんなの日
教　尾迫千恵子氏による水泳教室（小中学生のみ対象）

	 8:30～　町民プール　　　　

18 水

教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 9:30～　町民プール　　　　
福幼　福島幼稚園保育参観	 10:00～　福島幼稚園　　　　
保育　福島保育所総合避難訓練

	 10:00～　福島保育所　　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

19 木

保育　運動保育	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30  子育て支援センター
福幼　福島幼稚園合宿保育（20日13時まで）

	 13:00～　福島幼稚園　　　　
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

20 金

教　吉岡小学校ブックフェスティバル

	 9:00～　吉岡小学校体育館　
教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 9:30～　町民プール　　　　
保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　
福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター

	 13:30～15:00　健康づくりセンター
産　無料法律相談	 13:00～16:00　福島町役場　　　　

21 土
福幼　絵本の広場	 9:00～　福島幼稚園　　　　
産　海峡横綱ビーチ「海開き」（8月20日まで）　10:00～
教　読み聞かせの会	 10:30～　福祉センター図書室

22 日 産　どすこい朝市	 7:00～　青函トンネル記念館駐車場

23 月
議　議会運営委員会	 13:30～　議会委員会室　　　
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

24 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る　　　　

	 13:30～15:00　三岳母と子の家　　

25 水

教　各小学校・中学校１学期終了式

　　（夏休み期間：7月26日から8月19日まで）
教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 　　　9:30～　町民プール　　　　
保育　プール活動（つばめ組）	10:00～　福島保育所　　　　
福幼　福島幼稚園第1学期終業式

	 10:00～　福島幼稚園　　　　
町　人権相談・行政相談

	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

26 木
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　海峡横綱ビーチ　　
福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

27 金
教　アクアビクス・大人の水泳教室

	 9:30～　町民プール　　　　

28 土

29 日 産　どすこい朝市	 7:00～　青函トンネル記念館駐車場

30 月

31 火
福　健康フィットネス教室

	 10:00～11:30　福島町総合体育館　

今月の行事予定7 月
July

議 議会事務局　　 (47)2215

総 総務課 (代表 ) (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 税務課 (47)4683

町 町民課 (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

吉 吉岡支所 (48)5211

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -
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　６月２日（土）に、福島町パークゴルフ場において、『第１６回いきいき町内会対抗パー
クゴルフ大会』が開催されました。当日は曇り空でしたが、それを吹き飛ばすような熱戦
が繰り広げられました。結果は以下のとおりです。

　５月２７日（日）に、吉岡小学校グラウンドにおいて、『第１５回吉岡地区小学校・町
民合同大運動会』が開催されました。当日は晴天の空の下で児童・町民が元気いっぱいに
競技に取り組みました。

☆第16回いきいき町内会対抗パークゴルフ大会☆

☆第15回吉岡地区小学校・町民合同大運動会☆

優　勝　館古町内会チーム　  スコア 322
　　　　花田、吉村、若山（正）、若山（美）

第３位　吉田町町内会チーム  スコア 327
　　　　梅岡、澤田、村田

準優勝　月崎Ａチーム　　 　 スコア 327
　　　　住吉（数）、住吉（昌）、住吉（明）
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　道南うみ街信用金庫から、「道南杉（北斗産）木製ベンチ１脚」を寄贈していただきました。
寄贈していただいたベンチはチロップ館に設置し、来館者のみなさまにご利用いただける
ようになっています。

　６月７日（木）に、福島小学校体育館において、町内小学生を対象とした『相撲に親し
む教室』が開催されました。当日は、福島・吉岡両小学校の児童全員が相撲パンツを身に
着け、相撲を体験する授業を行いました。福島町相撲協会理事長の盛川氏、杉原協力隊員
に講師をお願いし、相撲の基本動作から取組まで、子ども達は楽しそうに授業を受けてい
ました。

☆道南うみ街信用金庫　ベンチ寄贈☆

☆相撲に親しむ教室☆

◇
幼
児
向
け
芸
術
鑑
賞
会

期
日 

７
月
４
日
（
水
）

場
所 

福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間 

午
前
10
時
か
ら

◇
福
島
中
学
校

　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日 

７
月
10
日
（
火
）

場
所 

福
島
中
学
校

◇
千
代
の
富
士
杯
争
奪

　

 

相
撲
大
会

期
日 

７
月
15
日
（
日
）

場
所 

鏡
山
公
園
相
撲
場

開
会
式 

９
時
か
ら

◇
吉
岡
小
学
校

　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日 

７
月
20
日
（
金
）

場
所 

吉
岡
小
学
校

◇
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

　

 

大
人
の
水
泳
教
室

期
日 

７
月
11
日（
水
）・ 

13
日（
金
）

　
　

 　
　

18
日（
水
）・
20
日（
金
）

　
　

 　
　

25
日（
水
）・
27
日（
金
）

●
７
月
の
行
事
予
定

＊７月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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渡島・檜山管内町村職員採用資格試験の案内
問　福島町役場総務課総務防災係　☎47-3001　　渡島町村会事務局　☎0138-47-9223

自　衛　官　募　集
問　福島町役場総務課総務防災係　☎47-3001
　　自衛隊松前地域事務所　　　　☎42-3774
　　（Ｅメールでの資料請求は、recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp まで）

◆試験区分
　�一般事務～�町長部局、教育委員会等各種

委員会事務局、議会事務局等
に勤務し、一般行政事務に従
事します。

◆受験資格
　【初級】　�平成９年４月２日から平成１３

年４月１日までに生まれた方
　【上級】　�昭和６３年４月２日から平成９

年４月１日までに生まれた方

◆試験科目
　◎第一次試験
　　初級（教養・作文試験）
　　上級（教養・論文試験）
　◎第二次試験
　　一次試験合格者に対し面接試験
◆受験手続き及び期間
　７月２日（月）～７月３１日（火）
◆試 験 日
　９月１６日（日）
◆試験会場
　公立はこだて未来大学

１　自衛官候補生
◆身　　分　特別国家公務員
◆募集種目　陸・海・空自衛官候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、18歳以上27歳未満の者
◆受付締切日
　年間を通じて受付しております。
◆試 験 日
　受付時にお知らせします。
◆俸 給 等
　�自衛官候補生月額　131,800円
　　　　　　　　　　（入隊から３ヶ月間）
　自衛官任用一時金　176,000円
　　　　　　　　　　（２士に任官時）
　年２回の期末・勤勉手当が支給されます。
　�宿舎費無料、制服等の被服や寝具類も支

給又は貸与されます。
◆休日・休暇
　週休２日制、祝日、年末年始及び夏季休暇

◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内
　�採用後「自衛官候補生」（特別職国家公

務員）に任命され、自衛官となるために
必要な基礎教育訓練を行います。自衛官
候補生として所要の教育を経て３ヶ月後
に２等陸・海・空士 ( 任期制自衛官 ) に
任官します。

２　一般曹候補生
◆募集種目　一般曹候補生
◆対 象 者
　日本国籍を有する、18歳以上27歳未満の者
◆受付締切日　9月7日
◆試 験 日
　1次試験 　9月21日、22日、23日のうち1日
　2次試験　10月13日、14日のうち１日
◆試験会場
　陸上自衛隊函館駐屯地内

　平成31年度採用の町村職員採用資格試験が次のとおり行われます。詳しくは、上記までお
問い合わせください。
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５月風呂の日の当選者

おめでとうございます！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

26日 （木）
吉　野　佐 藤 琥太郎 さん
吉　岡　下 畑 幸 子 さん
豊　浜　北 島 玲 子 さん
福　島　土 橋 武 信 さん
福　島　中 島 七五美 さん
福　島　金 谷 幸 子 さん
福　島　阿 部 昌 彦 さん
月　崎　村 山 喜久江 さん
三　岳　杉 村 秀 作 さん
松前町　畑 山 由紀子 さん

７月の風呂の日

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券（6枚）をプレゼント！

左から　いしかわ ほの ちゃん　　たかだ ゆゆ ちゃん　　しまもと りく くん　

７月は福島幼稚園　ほし組５歳児の作品です
大好きなお父さんの絵と題字をみんなでかきました！

ちびっこギャラリー

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
社内旅行

営営業業所所のの社社員員でですす

社員募集中
    

みんなまってるよ～ 北斗営業所

新規開設しました！ 大阪・道頓堀に
行ってきたよ～！
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

７
月
５
日
（
木
）
午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

７
月
19
日
（
木
）

松
前
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
２
時

●
初
回
講
習　

午
後
３
時
45
分

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者	

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者	

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者	

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
74
歳	

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上	

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み	

２
，
２
５
０
円

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

５
月
26
日
～
６
月
25
日
届
出
分

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

藤
田　

京
子
さ
ん（
81
歳
）館
崎
３

佐
藤　

光
晴
さ
ん（
73
歳
）月
崎
２

松
村　

正
己
さ
ん（
62
歳
）吉
野
２

藤
原
サ
ダ
ヰ
さ
ん（
95
歳
）吉
野
２

今
月
の
届
け
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

松
浦
武
四
郎
が
明
治
政
府
に

「
北
加
伊
道
」と
い
う
名
称
を
提

案
し
た
７
月
17
日
は
、
北
海
道

み
ん
な
の
日（
愛
称
・
道
み
ん

の
日
）」で
す
。

　

本
道
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

文
化
、
風
土
を
見
つ
め
直
し
、

道
民
一
体
と
な
っ
て
よ
り
豊
か
な

北
海
道
を
築
い
て
い
く
き
っ
か

け
に
す
る
と
と
も
に
、
道
外
か

ら
訪
れ
る
方
、
本
道
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
に
北
海
道
の
魅
力
を

発
信
す
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
み
ん
の
日
に
は
、

道
内
各
地
の
道
立
施
設
に
お
い

て
入
場
料
等
が
無
料
と
な
る
ほ

か
、
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

日曜当番医 人口と世帯
 （平成30年5月末現在） 

前月比

７月１日　（松前町立松前病院）
　　８日　小笠原クリニック 
　　15日　（木古内町国保病院）
　　22日　福島町国保診療所
　　29日　（松前町立松前病院）

人　口 ４，１６６ 人 －６ 人

男 １，９３３ 人 －７ 人

女 ２, ２３３ 人 ＋１ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, １３８ 世帯 －１ 世帯

第740号

平成30年７月１日発行

ふるさと応援基金
　平成30年6月25日現在までの寄付金が下記のと
おりとなりました。ありがとうございました。

期　間 件 数 寄　付　金
平成18年4月～

平成30年3月 824件 25,986,222円

平成30年4月～
平成30年6月 41件 240,000円

小　計　① 865件 26,226,222円

使ったお金② 8件 1,652,000円

①－② 24,574,222円

わが家のアイドルで～す

岡お
か　

咲さ

有ゆ

美み 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
10
月
２
日
生
ま
れ

父　

岡　

要
樹　

さ
ん
（
吉
田
町
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

外
遊
び
大
好
き
、
さ
ゆ
み
で
す
！

よ
ろ
し
く
ね
♡

お
う
ち
の
方
よ
り
一
言

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

お問い合わせ先 企画課企画係 ☎47-3007

７
月
17
日
は

北
海
道
み
ん
な
の
日
で
す
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